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今後のめざす方向性（修正版）

挑戦と実践から
学ぶ教育

多様なニーズに
対応した
学びの提供

多様な想いを
反映した
学校づくり

地域の拠点
としての
学校の活用

地域全体で
支える

教育体制の構築

学びを通じ、自己肯
定感や将来への期待
感を高める

誰一人取り残さない
環境で、個人にあった
成⾧の機会がある

地域等と一体になった
チーム学校の体制で多
様な学びを実現する

教育の質向上を目指
しつつ、教員も高い意
欲を持てる環境を作る

取り組みシーンに合わ
せた最適な空間構築
がなされている

市民も利用でき、多様
なつながりを生む拠点
として活用されている

デジタル技術活用での
教育の質向上・

教員負担軽減の両立

学びの改革 支える仕組みの改革 学校空間の改革

子どもたちに身につけさせたい力
（読み・書き・計算といった）知識や技能
学ぶ意欲や、自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力
生涯にわたって学び続ける力

目的
(何を育てるか)

心身ともに健やかに育ちたくましく生きていく子ども
めざす姿

(どのような状態に
なりたいか)

施策切り口
(めざす姿に
向かうために
何をするか)

まちを元気にする学校
子どもたちの挑戦と実践を起点に、地域とともに国内外へとつながりを広げることで、新たな学びや活動を生み出し、

子ども・教職員・地域に活力を創出していく学校
子どもは、挑戦と実践、多様な学びを通じて

成⾧する
教職員は、地域全体とつながり、

力を発揮する
地域は、学校とつながり、

活力が生まれる

コンセプト
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改善の方向性の検討

整理した主な実態・課題のまとめを踏まえ、想定される改善の方向性を示します
今後は、方向性のブラッシュアップや実現に向けたイメージの具体化などを進めます

挑戦と実践から
学ぶ教育

多様なニーズに
対応した
学びの提供

デジタル技術
活用での教育の
質向上・教員負
担軽減の両立

多様な想いを
反映した
学校づくり

地域の拠点
としての
学校の活用

 自己肯定感・将来
への期待感の低さ

 学力、図書貸出数
が低い水準

授業や行事等での成
功体験や学びが社会
とどのように繋がってい
るのか見えるようになれ
ば自己肯定感や将来
への期待感が高まるの
では

 個々に応じた学びへ
の対応

 日本語指導が必要
な児童生徒増加

 不登校への対応

個に合わせた教育ニー
ズは年々高まってきて
おり、今後は個々の
ニーズに合わせた対応
がより強く求められるの
では

 多様化するニーズへ
の対応

多様化する教育ニーズ
への対応は、教職員
だけでは、人員面・専
門性の面で対応困難
なケースも想定され、
地域全体で対応して
いく必要があるのでは

 教育の効率化・最
適化を進めつつ教育
の質向上に繋げる

 外部連携

更なる教育の質向上
に向けて、デジタル技
術活用推進での教職
員の負荷低減と教育
の質向上の両面で対
応していく必要がある
のでは

 大規模な改築更新
時期

 アンケートでの多様な
意見

単なる老朽化への対
応だけでなく、どのよう
な教育を行いたいかを
反映した学校づくりを
進めていく必要がある
のでは

 学校施設を活用し
た地域コミュニティー
形成や地域活性化

 地域・連携
 幼小中連携

放課後等の空き時間
を利用して、様々な
方々に学校施設を
使っていただくことで、
繋がり形成や地域活
性化に寄与できるので
は

関
連
要
素

方
向
性

 地元企業と協力した
プログラム提供

など

 学力学習状況調査
を踏まえた重点取組

 つれづれ教室
校内教育支援ルーム

など

 地域教育協議会
 学校評議員

など

 校務DX
 TAKAISHIスタイル・

AIドリル
など

既存取り組みはなし  学校開放事業
 幼小中連携事業

など

方
向
性
導
出
視
点

既
存
取
組

地域全体で支える
教育体制の
構築
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今後のめざす方向性

取り組みを通じて、子ども・教職員に加え、市民も元気になっていただくことが重要です
その意味で全体のコンセプト案として「まちを元気にする学校」をめざします

まちを元気にする学校

出所：「CO-SHA Platform」 ポータルサイト（文部科学省） _新たな学校づくりのアイデア集_安平町立早来学園（北海道安平町）：左写真・湯沢学園（新潟県南魚沼郡湯沢町）：右写真

挑戦と実践から
学ぶ教育

多様なニーズに
対応した
学びの提供

デジタル技術
活用での教育の
質向上・教員負
担軽減の両立

多様な想いを
反映した
学校づくり

地域の拠点
としての
学校の活用

地域全体で支える
教育体制の
構築

学びを通じ、自己肯定
感や将来への期待感
を高める

誰一人取り残さない
環境で、個人にあった
成⾧の機会がある

地域等と一体になった
チーム学校の体制で多
様な学びを実現する

教育の質向上を目指
しつつ、教員も高い意
欲を持てる環境を作る

取り組みシーンに合わ
せた最適な空間構築
がなされている

市民も利用でき、多様
なつながりを生む拠点
として活用されている

【参考掲載写真】
学校図書館には、放
課後の学習スペースや
地域の人・保護者との
談話スペースなど用途
に合わせて空間を可変
できる仕様となっている
※左は、学校内でのイベント
時の写真

まちを元気にする学校のイメージ例

【参考掲載写真】
図書室が地域に開放
されており、世代を超
えて子どもたちと地域
住民が自由に交流で
きる場所となっている
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